
【阪急電鉄 健康経営戦略マップ（2026年度）】 2026年6月改定

※１ 適切な睡眠習慣：健康診断問診データのうち「睡眠で十分に休養が取れている」と回答した者の割合

　　 適正飲酒：多量飲酒群（①・②の割合）ではない割合【①飲酒頻度が「毎日」且つ 1日あたり飲酒量が「2合以上」の割合　②飲酒頻度が「時々」且つ 1日あたり飲酒量が「3合以上」の割合】

　　 適切な食生活習慣：食事習慣に関する右の4項目のうち3つ以上該当する者の割合【食べる速度（適度）/就寝前の夕食摂取なし/3食以外の間食摂取が適切/朝食欠食なし】

　    適切な運動習慣：運動習慣に関する右の3項目のうち2つ以上該当する者の割合【30分以上の運動習慣がある者/歩行または身体活動1日1時間以上/同年齢・同性と比較して歩く速度が速い者 】

※2「超ハイリスク者」：右に該当する者。【糖尿病検査値】HbA1c 8.0 以上または空腹時血糖 200㎎/dl以上　【血圧検査値】収縮期血圧180㎜Hg以上　又は　拡張期血圧　110㎜Hg以上

※3  血圧リスク者：拡張期血圧90以上又は収縮期血圧140㎜Hg以上、血糖リスク者：空腹時血糖110㎎/dl以上又はHbA1c6.0％以上、脂質リスク者：空腹時中性脂肪300㎎/dl以上又はLDL140以上又はHDL39以下、

　　肝機能リスク者：AST31以上又はALT31以上又はγ-GT51以上

※4  適正体重維持者：BMIが18.5以上25未満の者

健康投資施策の取組み

状況に関する指標

従業員等の意識変容・

行動変容に関する指標
健康関連の最終的な目標指標

目標年：2030年

KGI

ワーク・

エンゲージメントの

向上
新職業性ストレス簡易調査票で

業界平均値を上回る

プレゼンティーイズム

の低減
SPQ東大１項目版

プレゼンティーズムの

スコア70%以上を継続維持

アブセンティーイズム

の低減
疾病による休業率を

継続的に減少させる

健康経営の

目標

活力ある組織の

実現

・一人ひとりが主体的に

健康管理に取り組み、

自分自身の心身のコン

ディションを高めることで、

多様な個性や能力を

十分に発揮できる力を

育てる。

・職場全体で健康課

題に協働して取り組み、

仲間同士が互いを思い

やることで、安心して働

ける職場環境や支え合

う風土を浸透させ、発

展させる。

健康経営の推進方針

・従業員やその家族の心

身の「健康」が、幸せの

源泉であり、会社の豊か

な未来の礎である。

・企業の持続的な価値

向上のためには、従業員

全員が健康で、個性と

能力を最大限発揮する

ことが重要である。

経営方針

【当社の使命】

「安心・快適」、そして

「夢・感動」をお届けす

ることで、お客様の喜び

を実現し、社会に貢献

する。

【サステナブル経営

重要テーマ】

「一人ひとりの活躍」

多様な個性や能力を最

大限に発揮できる企業

風土を醸成する。

2026年度の健康経営スローガン 「心の健康を守ろう～ストレス・睡眠・飲酒～」

おいしく、バランス良くを、今日の一皿に

■食習慣改善セミナー・イベント

■社員食堂・現場給食のヘルシーメニュー 等

ちょっとした動きを、毎日に取り入れよう

■運動習慣醸成セミナー・イベント

■「みんなで歩活」への参加勧奨 等

主観的健康観

健康状態が良いと感じる者の

割合が全国平均値を上回る

【生活習慣の良化】※1

非喫煙率：85%以上

適切な睡眠習慣率：65%以上

適正飲酒率：90%以上

適切な食生活習慣率：80%以上

適切な運動習慣率：45%以上

行動変容ステージモデルの

関心期以上の割合

75％以上

各セミナー・イベント・プログラム

の参加者数・参加率・

理解度・満足度の向上

サポート、組織的支援

（POS）、WSC等
健康経営の浸透状況

・職場単位の健康施策支援

・管理職支援（健康教育等）

お酒の正しい飲み方を身につけよう

■適正飲酒セミナー・イベント 等

睡眠の質を高めよう

■睡眠改善プログラム 等

吸わない気持ちを、みんなで応援しよう

■禁煙セミナー・イベント

■禁煙治療に対する費用補助 ■相談窓口 等

ストレスと上手に付き合おう

■メンタルヘルス研修

■健康管理センターやカウンセリングルームの相談窓口の

利用推進等

方針実現のための

体制・環境

・職場の自発的な健康活動を

推進する体制の整備

・健康経営優良法人認定取得

健康管理センターに気軽に相談しよう

■リスク保有者向け社内医療職による面談

■健康管理センターの活用 等

心と体も、定期点検で安心を

■重症化予防施策（特定保健指導参加勧奨、要治療・精密検

査者の受診勧奨・結果のフォロー）

■各種がん検診受診率の向上 等

仲間とともに健康を楽しもう

■職場環境改善支援

■職場巡回型健康イベント 等

【リスク保有者の減少】

・血圧、血糖、脂質、肝機能の

リスク保有者※3の減

・適正体重維持者率※470％以上

・メンタルヘルス事由による休業率

1％以下

・高ストレス者 10％以下

【リスク保有者のアプローチの徹底】

・特定保健指導実施率 60%以上

・超ハイリスク者面談実施率 100% ※2

【各種検診の受診率向上】

健康診断受診率100％

各種がん検診受診率向上

・従業員等の健康の保持・

増進の理念・方針の明文化

・経営トップの発信

健康投資 健康投資の効果

健康風土の醸成・発展

健康行動目標aaaaaaaaaaaaaaaaa

（■は施策例）

・適正体重 ・良質な睡眠 ・適正飲酒

・禁煙 ・メンタルヘルス

・ヘルスリテラシーの醸成

組織全体の

ヘルスリテラシーの醸成

個人の健康課題 組織の健康課題

「阪急すこやか9」を中心

とした構成に刷新

メンタルヘルス対応を

重点施策に位置づけ

健康風土の醸成・

発展を戦略に追加

主観的健康観を新たな

評価指標として設定



（参考）阪急電鉄　健康経営戦略マップ（～2025年度）

　（※1）医療統計データサービスを提供する㈱JMDCに、健康診断結果のデータ分析を委託。他社平均の比較対象群は㈱JMDCがデータを預託している

　　　　　　企業・健保を母集団データとして集計したもの。

　（※2）「超ハイリスク者」：以下に該当する者を指す。

　　　　　　【糖尿病検査値】HbA1c 8.0 以上または空腹時血糖 200㎎/dl以上

　　　　　　【血圧検査値】収縮期血圧180㎜Hg以上　又は　拡張期血圧　110㎜Hg以上

　（※3）「多量飲酒の習慣を持つ者」の割合：健康診断問診データのうち「お酒を飲む頻度」に対し「毎日」且つ「1日あたりの飲酒量」が「2合以上」もしくは

　　　　　　　「お酒を飲む頻度」に対し「時々」且つ「1日あたりの飲酒量」が「3合以上」と回答した者の割合：当社平均 13%、他社平均 12%

　（※4）「睡眠不良者割合」：「睡眠で休養が十分にとれている」に「いいえ」と回答した者の割合：当社 45%、他社平均 37%

　　(※5)　子宮頸がんは20歳以上、乳がんは36歳以上の各従業員の2年間の受診率で算定

2025.01改訂

(2025.07体裁等一部変更)

喫煙率の低下

健康投資

健康関連の最終的な目標指標
従業員等の意識変容・

行動変容に関する指標

健康投資施策の

取組状況に関する指標

健康投資効果

経営方針

健康診断の受診率 100%

喫煙率

15%以下

状況・課題

(2023年度健診データ・2024年度活動実績を基に記載）

（※1）

長時間労働者の減少

生活習慣病

・ 肥満率（BMI25以上）の割合が、ほぼ横ばいで推移

しており減少傾向にない。

・ 超ハイリスク者(※2)面談（血圧・血糖）の実施など、

健康診断後フォローの強化が進み、治療にかからず放

置している層は減っている。重症化を防ぐためのリスク者

向けの施策は継続しながら、リスク者を生じさせない全

従業員向けのアプローチも同様に重要となる。

・ 特定保健指導実施率が頭打ちとなっている。

・ 生活習慣病の因子となる多量飲酒の習慣を持つ者の

割合(※3)が、他社よりも有意に高い部門があり、従

業員に適正飲酒の重要性を啓発する必要がある。

メンタルヘルス

・メンタル不調による休業率が微増しており、目標とする

0.5％を超えている。健康管理センターによるフォロー

体制が整備されてきており、予防や再発防止のため、

所属部署・人事・健康管理センターの連携を強化して

いく。

・ストレスチェックの高ストレス者割合は減少しているものの、

依然10％を超えている。

・メンタル不調者の最初の対応者となる管理監督層のライ

ンケアに関するリテラシーを高める必要があり、まず1等級

全員への研修を行う。

・メンタル不調につながる睡眠不良者割合が、他社平均と

比較して高い。(※4)

特定保健指導の実施率

60%以上

肥満者（全年齢）

継続的に減少

血圧リスク者（40歳以上）

継続的に減少

血糖リスク者（40歳以上）

継続的に減少

生活習慣改善に対する意識の醸成

ヘルスリテラシーの向上

健診での睡眠習慣に関する

指標の改善

脂質リスク者（40歳以上）

継続的に減少

女性の健康

・女性が活き活きと働き続けられるための施策として、がん

早期発見体制の構築やリテラシー向上のための研修は

2024年度時点で一定進捗した。今後は一部の中途

採用や契約社員など、定期健康診断とがん検診の同時

受診ができない層へのアプローチを進める必要がある。

・従来の施策は継続しつつ、今後は更に、女性従業員が

心身ともに快適に働くための職場環境整備にも力を入

れていく。（特に女性の少ない現場職場など）

メンタル事由による休業率

0.5%以下

・・・各健康課題に対するＫＰＩ

事業特性

・ 対面サービスを主とする業務が多いため、感染症の影

響を非常に受けやすい。

喫煙

・ 喫煙率は年々減少しているものの、目標水準（ＫＰ

Ｉ）の15％以下には至っておらず、更に禁煙推進の

取組を強化する必要がある。

・ 2024年度からの勤務時間中・職場敷地内禁煙化に

より、一定の喫煙者の減少は見込まれるものの、残る

喫煙者に寄り添った、継続的な施策の推進が必要で

ある。

各種取組への参加者の増加・

満足度の向上

各種検査等の受診・実施率の向上

女性の健康に関するリテラシーの高い

従業員の割合の向上

各種取組への参加者の増加

セミナー参加者の増加・理解度の向上

職場改善活動の増加・高ストレス者の産業

医面接指導受診率の向上

プログラム参加者の増加・

満足度の向上

研修受講率・理解度の向上

ストレスチェックの集団分析指

標の向上（総合健康リスクの

低下）

接種者の増加

生活習慣病のリスク値の改善

ストレスチェックの高ストレス者

10%以下

メンタル事由の再発による休業率

0％

メンタルヘルスに関する指標の改善

乳がん・子宮頚がん検診の受診率

100% (※5)

女性がん検診の受診率の向上

ストレスチェックの高ストレス者

の割合の低下

行動変容ステージモデル無関心期

（全年齢）

25%以下

生活習慣病 プロジェクト

【リスク保有者へのアプローチ】

・ 超ハイリスク者、要治療・精密検査者の産業医面談の実施

・ 要治療・精密検査者の受診勧奨および結果のフォロー

・ 特定保健指導の参加勧奨強化

・ 40歳未満の特定保健指導予備軍を対象とした保健師による保健指導の実施

【全従業員へのアプローチ】（職場との接点の増加、従業員の関心・興味の喚起）

・適正飲酒セミナー（ノンアルコール飲料の試飲等セミナーイベント）の実施

・食習慣改善策の実施

（職場巡回型ベジチェックイベント、食堂（正雀、本社、宝塚）メニュー改善）

・運動習慣の醸成（「歩き方セミナー(仮題)」の実施、「みんなで歩活」への参加勧奨強化）

女性の健康 プロジェクト

・女性がん検診の費用補助

・定期健康診断でのがん検診の実施

・定期健康診断とがん検診の同時受診ができない層への制度案内等個別通知の実施

・女性がん検診有所見者への精密検査受診結果フォロー

・社内保健師による女性の健康セミナーの継続実施

・女性の健康ウィークイベント（仮称）の実施（保健師に気軽に相談できる機会の提供）

・現場の女性用トイレの生理用品の設置

禁煙推進プロジェクト

【禁煙サポート】

・ 卒煙サポートセミナーの実施

・ 禁煙外来補助制度、 禁煙補助薬購入補助金制度の実施

・ オンライン禁煙外来プログラム（健保組合）の提供

・ 禁煙相談窓口（保健師健康相談窓口）による支援

【教育・啓発】

・ 禁煙ポスターマンネリ化の打開策として、新たな掲示物の発行

・ 世界禁煙デー イベントの実施（本社食堂、その他の事業場）

メンタルヘルス プロジェクト

【メンタルヘルス研修の体系整備と実施】

・セルフケア研修の継続実施（研修コンテンツの見直し）

・管理監督職（S格全員）向けラインケア研修の実施

【メンタル不調者（予備軍含）フォローの強化およびストレスチェック集団分析結果

の活用】

・産業保健医療職によるメンタル不調者（予備軍）へのフォロー体制構築

・現場課長向け集団分析結果活用セミナーの実施および職場環境改善のサポート

【睡眠改善施策の実施】

・ 計測デバイス(Fitbit)を活用した睡眠改善プログラムの実施

その他①：長時間労働対策

・規程の労働時間を超えた社員への面談実施

・ノー残業デーや完全退社時刻の設定（本社）

・フレックスタイム・時差出勤制度の導入（一部部署）

その他②：感染症予防

・健康管理センターでのインフルエンザの予防接種の実施

・インフルエンザ予防接種の費用補助

セミナー・イベント参加者の

増加・理解度の向上

健康経営の推進方針

【当社の使命】

「安心・快適」、そして「夢・感動」

をお届けすることで、お客様の喜

びを実現し、社会に貢献する

【サステナブル経営の重要テーマ】

「一人ひとりの活躍】

多様な個性や能力を最大限に発

揮できる企業風土を醸成する

健康経営の目標

アブセンティーイズムの低減

疾病による休業率1％以下

（2024年度2.17%）

プレゼンティーイズムの低減

WFun判定Ａの継続

（2024年度：Ａ）

ワーク・エンゲージメントの向上

継続的に前回数値を上回る

（2024年度：2.6）

※新職業性ストレス簡易調査票数値

・従業員満足度調査で継続的に

前回調査を上回る

（2023年度：5段階評価で

3.48）※隔年実施

KGI

目標年：2025年

活力ある組織の実現

（働きやすい職場環境の構築・

多様な個性や能力の発揮）

・従業員やその家族の心身の

「健康」が、幸せの源泉であり、

会社の豊かな未来の礎である。

・企業の持続的な価値向上の

ためには、従業員全員が健康で、

個性と能力を最大限発揮するこ

とが重要である。


